拝復。 長いお 手紙 をいた だきました。 

縁と いうの は、 妙な ものです ね。 (なんて、 こんな 事 

を 言う と、 非科学的 だとい つて 叱られる かしら。 うる 

さい 時代が 過ぎて、 二三 日、 ほっとし たと 思ったら、 

また、 うるさい 時代が やって来ました。 縁な どと いう 

の は 迷信で ある。 必然的と 言わなければ ならぬ、 なん 

て、 一言 一言 とがめられる、 あの 右翼の やっかい 以前 

の 左翼の やっかい 時代が、 また 来る のか しら。 あれ も 

もう 私 は、 ごめんです) あなた も 作家、 私 も 作家、 け 

れ ども 今まで 一度 も 逢った 事 は 無し、 またお 互いに そ 

の 作品 を 一 度 も 読んだ 事の ない 者 どうしが、 ふっとし 



密告す る わけ じゃある まいし。 

きょうは、 あなたのお 手紙の 長さに 感奮し、 その 返 

礼の 気持 も あり、 こんな 馬鹿正直の 無 警戒の 手紙 を 差 

上げる 事に なりました。 

私たち は 程度の 差 はあって も、 この 戦争に 於いて 日 

本に 味方 をし ました。 馬鹿な 親で も、 とにかく 血み ど 

ろに な つ て^ 嘩を して 敗色が 濃くて いまにも 死にそう 

エクセントリック 

になって いるの を、 黙って 見て いる 息子 も 異質 的で 

はないで しょうか。 「見ち や 居られね え」 というの が、 

私の 実感でした。 

実際 あの 頃の 政府 は、 馬鹿な 悪い 親で、 大 ばくちの 



くて ならない のです。 

どうして、 こんなに 厚顔無恥な のでしょう。 カル チ 

ベ ー ト された 人間 は、 てれる 事 を 知っています。 レニ 

ンは、 とても、 てれやだった そうではありません か。 

ひやかし 

殊に 外国から やって来た 素 見の 客 (たとえば、 松 岡と 

か大 島と かいう 人た ち) に対して は、 まるでもう 処女 

の 如く はにかみ、 顔 を 真 赤に したと いう 話 を 聞き まし 

た。 松 岡な どに 逢ったら、 多少で も 良心の あるひとな 

ら 誰でも、 へど もどし ますよ。 それ を 当の 松 岡 は (こ 

たとえばなし あき 

れ は譬噺 で、 事 美談ではありません) レ ニンに 呆れ 

られ ている という 事に も 気づかず、 「なんだ、 レ ニンつ 



ちょうしょ-つ 

を 得 顔の もの を 嘲笑し ます。 だから、 いつまで 経つ 

て も、 出世で きない 様子です。 

私 はい ま は 保守党に 加盟し ようと 思って います。 こ 

んな事 を 思いつく の は 私の 宿命です。 私 は いささかで 

も 便乗み たいな 事 は、 てれくさくて、 とても、 ダメな 

のです。 

宿命と 言い、 縁と 言い、 こんな 言葉 を 使う と、 また 

あの ヒステリックな 科学 派、 または 「必然 組」 が、 と 

がめ 立てす るで しょうが、 もうこん ど は 私 も おびえな 

い 事に しています。 私 は 私の 流儀で やって 行きます。 

汝等 おのれ を 愛する が 如く、 汝の 隣人 を 愛せよ。 
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